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ちで云ってもらっているのであるが、遠く遙かに山を眺めながら叫ばれたオノマトペは、次第に都会の
雑踏や個人の部屋の中でも交わされ、台所やずっと身近な親子の間でも交わされている場面もある。友
政が作品で作り出すこのような場は、日常の距離感では見いだせないものを、ごっこ遊びの方法を用い
て導き出しているのである。オノマトペを通して語り得ないことを叫んでいる、表明しているように見
える。そのような叫びとイメージが交錯する場が作られている。 
 論文の中では、友政自身のこれまでの制作に沿って創作の契機となる事柄を記述している。また、制
作の方法についての考察では、一種の遊び、ごっこや、何かになる、演じることを通して探っているが、
そこにある種の“かたち”を見いだし、その先では日常のなかから演じることで別の場所へ行くこと、
束縛からいつもと違った位置へと動ける自由さを持てる場所、時にはその意識をも名指して「アジール」
という場を導き出してきている。「アジール」とは不可侵という意味から庇護・聖域・無縁所・避難所と
も呼ばれる。社会が形成される以前の所有や支配とは別の原理をそこに見いだし、日常の中でのささや
かな遊びや演じる様も、そこに繋がる行為として捉え、周囲の人々と積極的に関わりながら実践して表
していくことが示されている。 
 人の関係性を探りながら進められてきた友政の創作活動だが、この論考のなかでは人間の原初的な存
在が持つリズムや身体性にも意識が向けられてきている。作品「やまびこ」のなかで鑑賞者が感じるも
のは、映像作品が持つ特異な場の臨場感であるが、声や叫び、映像に登場する人々との距離感、時には
暖かさなどの要素を鑑賞者が自らの身体を通して感じ取れるように組み立てられた作品はたいへん高く
評価できる。作品と論考ともに今後の展開が期待できる要素が多々あり、課程博士学位に相応しいもの
であることを認め、審査員全員で高く評価する。 
 
